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(57)【要約】
【課題】発する光の明度に斑が生じることを抑えるとと
もに高い自由度で設置することのできる発光表示部材を
提供する。
【解決手段】発光部２０は、赤色に発光する電界発光フ
ァイバー（ＥＬファイバー）２１Ｒと、緑色に発光する
ＥＬファイバー２１Ｇと、青色に発光するＥＬファイバ
ー２１Ｂとを有する。また発光部２０は、ＥＬファイバ
ー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂに沿って延びて、光を透過す
る樹脂材料からなる糸状の透過部２７を有する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光色が互いに異なる複数本の電界発光ファイバーと、
　前記電界発光ファイバーに沿って延びて、光を透過する樹脂材料からなる糸状の透過部
と、を有する発光表示部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の発光表示部材において、
　前記複数本の電界発光ファイバーは、一纏めに束ねられた状態で捩られた構造であり、
　前記透過部は、筒状に編まれた構造であり、且つ、前記複数本の電界発光ファイバーを
一纏めに被覆してなる
ことを特徴とする発光表示部材。
【請求項３】
　請求項１に記載の発光表示部材において、
　前記複数本の電界発光ファイバーおよび前記透過部は、一纏めに束ねられた状態で捩ら
れた構造である
ことを特徴とする発光表示部材。
【請求項４】
　請求項１に記載の発光表示部材において、
　前記複数本の電界発光ファイバーと前記透過部とが編まれた構造である
ことを特徴とする発光表示部材。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の発光表示部材において、
　前記透過部は、透明な材料からなる
ことを特徴とする発光表示部材。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の発光表示部材において、
　前記複数本の電界発光ファイバーは、赤色に発光する電界発光ファイバーと、緑色に発
光する電界発光ファイバーと、青色に発光する電界発光ファイバーとからなる
ことを特徴とする発光表示部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光色が互いに異なる複数の発光体を有して、それら発光体が発する光の干
渉を通じて任意の色を表示させることの可能な発光表示部材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の発光表示部材としては、特許文献１に記載のものが知られている。この発光表
示部材は、発光色（具体的には、赤、緑、青）が互いに異なる３つの発光ダイオードと、
光ファイバー材とを有している。各発光ダイオードは、発する光が光ファイバー材の内部
に入射する態様で、光ファイバー材の端部に配置されている。
【０００３】
　この発光表示部材では、各発光ダイオードから入射した光が、光ファイバー材の内部で
干渉しつつ拡散することにより、同光ファイバー材の全体が発光する。そして、各発光ダ
イオードが発する光の輝度を各別に調節することにより、光ファイバー材を任意の色で発
光させることが可能になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２４９６０８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般に、光ファイバー材は曲げに対する強度が低いため、その形状設定についての自由
度が低い。したがって、そうした光ファイバー材を有する特許文献１に記載の発光表示部
材は、その設置についての自由度が低いと云える。
【０００６】
　また特許文献１の発光表示部材は、光ファイバー材の端部から入射した光が同光ファイ
バー材の内部全体に拡散することによって発光する構造であるため、光ファイバー材が長
くなると、その内部における光の減衰が避けられず、光ファイバー材の各部における光の
明度に斑が生じるおそれがある。
【０００７】
　本発明は、そうした実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、発する光の明度に
斑が生じることを抑えるとともに高い自由度で設置することのできる発光表示部材を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための発光表示部材は、発光色が互いに異なる複数本の電界発光フ
ァイバーと、前記電界発光ファイバーに沿って延びて、光を透過する樹脂材料からなる糸
状の透過部と、を有する。
【０００９】
　電界発光（Electroluminescence）ファイバー（以下、「ＥＬファイバー」）は、自身
が発光するものであるため、その各部における光の明度がほぼ等しい。
　上記発光表示部材では、そうしたＥＬファイバーが発光体として用いられているために
、たとえ発光表示部材の設置範囲が長い場合であっても、発光表示部材の各部における光
の明度に斑が生じることが抑えられる。
【００１０】
　また上記発光表示部材は、発光体であるＥＬファイバーとは別に、光を透過する樹脂材
料からなる糸状の透過部を備えているため、複数本のＥＬファイバーから互いに異なる色
（詳しくは、波長）の光が発せられるとはいえ、それら光が透過部の内部に入射して拡散
および干渉するようになる。これにより、複数本のＥＬファイバーから発せられる光が互
いに干渉することなく発光表示部材の外部に放たれることが抑えられるため、発光表示部
材の各部における発光色に斑が生じることを抑えることができる。
【００１１】
　しかも、上記発光表示部材が糸状の部材（ＥＬファイバーおよび透過部）からなる構造
であるため、同発光表示部材を、発光体および透過部が一体に固定された構造のものと比
較して曲げ易い構造にすることができ、設置部分の形状にあわせて高い自由度で設置する
ことができる。
【００１２】
　上記発光表示部材において、前記複数本の電界発光ファイバーは、一纏めに束ねられた
状態で捩られた構造であり、前記透過部は、筒状に編まれた構造であり、且つ、前記複数
本の電界発光ファイバーを一纏めに被覆してなることが好ましい。
【００１３】
　上記発光表示部材によれば、複数本のＥＬファイバーが一纏めに束ねられた状態で捩ら
れた構造であるため、発光表示部材を外周側から見た場合に、その外面において各ＥＬフ
ァイバーの占める割合が等しくなるように、それらＥＬファイバーを配置することができ
る。そのため、発光表示部材の各部における発光色に斑が生じることを抑えることができ
る。
【００１４】
　また、複数本のＥＬファイバーから発せられた光が、それらＥＬファイバーを一纏めに
被覆する透過部を通過した後に、発光表示部材の外部に放たれるようになる。これにより
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、複数本のＥＬファイバーから発せられる光を発光表示部材の周囲全周に渡って満遍なく
干渉および拡散させることが可能になるため、発光表示部材の各部における発光色に斑が
生じることを好適に抑えることができるようになる。
【００１５】
　しかも、筒状に編まれた透過部で被覆することにより、複数本のＥＬファイバーを一纏
めに束ねられた状態で捩られた構造のままで保持することができる。
　上記発光表示部材において、前記複数本の電界発光ファイバーおよび前記透過部は、一
纏めに束ねられた状態で捩られた構造であることが好ましい。
【００１６】
　上記発光表示部材によれば、発光表示部材を外周側から見た場合に、その外面の各部に
おける各ＥＬファイバーが占める割合や透過部の占める割合が等しくなるように、それら
ＥＬファイバーおよび透過部を配置することができる。そのため、発光表示部材の各部に
おける発光色に斑が生じることを抑えることができる。しかも、こうした構造の発光表示
部材を、複数本のＥＬファイバーおよび透過部を一纏めに束ねた後に捩るといった簡素な
作業で、容易に形成することができる。
【００１７】
　上記発光表示部材において、前記複数本の電界発光ファイバーと前記透過部とが編まれ
た構造であることが好ましい。
　上記発光表示部材によれば、複数本のＥＬファイバーに透過部を編み込むことにより、
それらＥＬファイバーや透過部を互いに固定するための特段の構成を用いることなく、複
数本のＥＬファイバーの間に透過部が配置された発光表示部材を形成することができる。
こうした発光表示部材によれば、複数本のＥＬファイバーから発せられる光が互いに干渉
することなく発光表示部材の外部に放たれることを抑えることができる。
【００１８】
　上記発光表示部材において、前記透過部は、透明な材料からなることが好ましい。
　上記発光表示部材によれば、透過部が半透明な材料からなるものと比較して、透過部の
内部における光の不要な散乱を抑えることができるため、発光表示部材を所望の色で容易
に発光させることができる。
【００１９】
　上記発光表示部材において、前記複数本の電界発光ファイバーは、赤色に発光する電界
発光ファイバーと、緑色に発光する電界発光ファイバーと、青色に発光する電界発光ファ
イバーとからなることが好ましい。
【００２０】
　上記発光表示部材によれば、その内部において、光の三原色（赤［Ｒ］、緑［Ｇ］、青
［Ｂ］）を各別に発光させることができるため、発光表示部材の発光色を高い自由度で設
定することができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の発光表示部材によれば、発する光の明度に斑が生じることを抑えるとともに高
い自由度で設置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】一実施形態の発光表示部材としての発光部が設けられるシートの斜視図。
【図２】ＥＬファイバーの内部構造を示す断面図。
【図３】発光部の分解側面図。
【図４】発光部の図３の４－４線に沿った断面図。
【図５】他の実施形態の発光部の側面図。
【図６】他の実施形態の発光部の（ａ）は側面図、（ｂ）は（ａ）における６ｂ－６ｂ線
に沿った端面図。
【図７】他の実施形態の発光部の平面図。
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【図８】他の実施形態の発光部が設けられるダッシュボードの斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、発光表示部材の一実施形態について説明する。
　図１に示すように、自動車のシート１１には、所定の色で発光する発光表示部材として
の発光部２０が取り付けられている。発光部２０は、シート１１のヘッドレスト部１２の
前面、背もたれ部１３の前面、および座部１４の座面における車幅方向の縁部に沿って延
びている。発光部２０は、発光色が互いに異なる３本の電界発光（Electroluminescence
）ファイバー（以下、ＥＬファイバー）を内蔵している。
【００２４】
　図２に示すように、各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは、中心軸Ｌ側から順に
、円柱形状の芯電極２２、外周側から入射する光を反射する反射層２３、外部からの電力
供給によって発光する発光層２４、透明電極２５、および所定の色（具体的には、赤、緑
、あるいは青）に着色された半透明の着色層２６を有する多層構造になっている。
【００２５】
　各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは、芯電極２２と透明電極２５との間に交流
電力（交流電流）が供給されることにより、発光層２４が青白い光を発する構造になって
いる。またＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは、芯電極２２と透明電極２５との間
に供給する交流電力の電圧や周波数を調整することにより、輝度が変化する構造になって
いる。
【００２６】
　３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは着色層２６の色に応じて発光色が異な
る。すなわち、赤色の着色層２６を有するＥＬファイバー２１Ｒは赤色に発光し、緑色の
着色層２６を有するＥＬファイバー２１Ｇは緑色に発光し、青色の着色層２６を有するＥ
Ｌファイバー２１Ｂは青色に発光する。
【００２７】
　自動車には、そうした３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂを有する発光部２
０の発光色を制御する制御装置１５が設けられている。この制御装置１５は、インバータ
を内蔵しており、各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂと蓄電池１６とに接続されて
いる。制御装置１５は、インバータによって蓄電池１６の直流電力を交流電力に変換して
各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂに供給する。
【００２８】
　自走車には、ドアが開かれたことを検出するドア開スイッチ１７や、エアーコンディシ
ョナの作動および非作動を切り替えるエアコンスイッチ１８、後続車両との車間距離を検
出する車間距離センサ１９などの各種センサが取り付けられている。これらセンサの検出
信号は制御装置１５に取り込まれている。制御装置１５は、各種センサの検出信号をもと
に各種の演算を行い、その演算結果に基づき各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂに
供給する交流電力の電圧や周波数を調節して、発光部２０の発光色を制御する。
【００２９】
　例えば自動車のドアが開かれたときには、発光部２０を淡い橙色で発光させて、同発光
部２０をウェルカムランプとして機能させる。またエアーコンディショナが暖房機器とし
て機能しているときには発光部２０を暖色（橙色）で発光させて暖かさを演出するととも
に、冷房機器として機能しているときには発光部２０を寒色（青色）で発光させて涼しさ
を演出する。その他、後続車両との車間距離が短くなったときには、発光部２０を赤色で
発光させることにより、乗員に注意を喚起する。
【００３０】
　以下、発光部２０の具体構造について説明する。
　図３および図４に示すように、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは、発光
部２０の中心線Ｃの周りにおいて同一半径および同一ピッチの螺旋状で延びている。これ
により、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは、一纏めに束ねられた状態で捩
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られた構造になっている。
【００３１】
　発光部２０は、透明な樹脂材料（例えば、ナイロン）からなる糸状の透過部２７によっ
て構成された透過ネット部２８を有している。なお図３には各透過部２７の中心線のみを
示しており、図４には透過ネット部２８の外形線のみを示している。透過ネット部２８は
上記透過部２７を筒状に編んだ構造になっている。この透過ネット部２８の内部には、一
纏めに束ねられた状態で捩られた３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが挿入さ
れている。これにより発光部２０は、透過部２７からなる透過ネット部２８によって３本
のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが一纏めに被覆された構造になっている。また
発光部２０は、一纏めに束ねられた状態で捩られた３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ
，２１Ｂに沿って透過部２７が延びる構造になっている。
【００３２】
　以下、こうした発光部２０を設けることによる作用について説明する。
　ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂは、自身が発光するものであるため、その各部
における光の明度がほぼ等しい。本実施形態では、そうしたＥＬファイバー２１Ｒ，２１
Ｇ，２１Ｂが発光体として用いられているために、たとえ発光部２０の設置範囲が長い場
合であっても、発光部２０の各部における光の明度に斑が生じることが抑えられる。
【００３３】
　また、発光体であるＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂとは別に、透明な樹脂材料
からなる糸状の透過部２７（詳しくは、透過ネット部２８）を備えているため、各ＥＬフ
ァイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂから互いに異なる色（詳しくは、波長）の光が発せられ
るとはいえ、それら光が透過部２７の内部に入射して拡散および干渉するようになる。こ
れにより、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂから発せられる光が互いに干渉
することなく発光部２０の外部に放たれることが抑えられるため、発光部２０の各部にお
ける発光色に斑が生じることを抑えることができる。
【００３４】
　しかも、発光部２０が糸状の部材（ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂおよび透過
部２７）からなる構造であるため、発光体および透過部が一体に固定された構造のものと
比較して、同発光部２０を曲げ易い構造であって、柔軟な構造にすることができる。その
ため、発光部２０を設置部分の形状にあわせて高い自由度で設置することができる。
【００３５】
　発光部２０の取り付け対象であるシート１１の前面や座面は、座り心地を良くするため
に軟らかくなっており、乗員の着座や姿勢変化などに合わせて柔軟に変形するようになっ
ている。本実施形態によれば、発光部２０を柔軟な構造にすることができるため、そうし
たシート１１に発光部２０が取り付けられるとはいえ、同発光部２０が、シート１１の変
形に追従して無理なく変形するようになり、高い耐久性能を発揮するようになる。
【００３６】
　発光部２０は、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが一纏めに束ねられた状
態で捩られた構造になっている。そのため、発光部２０を外周側から見た場合に、その外
面においてＥＬファイバー２１Ｒの占める割合と、ＥＬファイバー２１Ｇの占める割合と
、ＥＬファイバー２１Ｂの占める割合とが等しくなるように、それらＥＬファイバー２１
Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂを配置することができる。こうした構造を採用することによっても、
発光部２０の各部における発光色に斑が生じることを抑えることができる。
【００３７】
　また、それらＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが、赤色に発光するＥＬファイバ
ー２１Ｒと、緑色に発光するＥＬファイバー２１Ｇと、青色に発光するＥＬファイバー２
１Ｂとによって構成されている。そのため、発光部２０の内部において光の三原色（赤［
Ｒ］、緑［Ｇ］、青［Ｂ］）を各別に発光させることができ、同発光部２０の発光色を高
い自由度で設定することができる。
【００３８】
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　さらに、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂから発せられた光は、それらＥ
Ｌファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂを一纏めに被覆する透過ネット部２８を通過した後
に、発光部２０の外部に放たれるようになる。これにより、３本のＥＬファイバー２１Ｒ
，２１Ｇ，２１Ｂから発せられる光を発光部２０の周囲全周に渡って満遍なく干渉および
拡散させることができるようになるため、発光部２０の各部における発光色に斑が生じる
ことを好適に抑えることができるようになる。しかも、筒状に編まれた透過部２７（詳し
くは、透過ネット部２８）で被覆することにより、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ
，２１Ｂを一纏めに束ねられた状態で捩られた構造のままで保持することもできる。
【００３９】
　本実施形態では、透過ネット部２８が透明な材料によって形成されている。これにより
、透過ネット部が半透明な材料からなるものと比較して、透過ネット部２８（詳しくは、
透過部２７）の内部における光の不要な散乱が抑えられるため、発光部２０を所望の色で
容易に発光させることができる。
【００４０】
　以上説明したように、本実施形態によれば、以下に記載する効果が得られる。
　（１）ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが発光体として用いられているため、た
とえ発光部２０の設置範囲が長い場合であっても、発光部２０の各部における光の明度に
斑が生じることが抑えられる。また、発光体であるＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１
Ｂとは別に、透明な樹脂材料からなる糸状の透過部２７（詳しくは、透過ネット部２８）
を備えているため、発光部２０の各部における発光色に斑が生じることを抑えることがで
きる。しかも、発光部２０が糸状の部材からなる構造であるため、同発光部２０を曲げ易
い構造にすることができ、設置部分の形状にあわせて高い自由度で設置することができる
ようになる。
【００４１】
　（２）発光部２０は、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが一纏めに束ねら
れた状態で捩られた構造になっている。そのため、発光部２０の各部における発光色に斑
が生じることを抑えることができる。また、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１
Ｂから発せられた光は、それらＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂを一纏めに被覆す
る透過ネット部２８を通過した後に、発光部２０の外部に照射される。そのため、発光部
２０の各部における発光色に斑が生じることを好適に抑えることができるようになる。し
かも、筒状に編まれた透過部２７で被覆することにより、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，
２１Ｇ，２１Ｂを一纏めに束ねられた状態で捩られた構造のままで保持することもできる
。
【００４２】
　（３）透過ネット部２８を透明な材料によって形成したため、透過ネット部が半透明な
材料からなるものと比較して、発光部２０を所望の色で容易に発光させることができる。
　（４）３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが、赤色に発光するＥＬファイバ
ー２１Ｒと、緑色に発光するＥＬファイバー２１Ｇと、青色に発光するＥＬファイバー２
１Ｂとによって構成されているため、発光部２０の発光色を高い自由度で設定することが
できる。
【００４３】
　なお、上記実施形態は、以下のように変更して実施してもよい。
　・一箇所に発光部２０を１つのみ設けることに限らず、複数の発光部２０を隙間無く（
あるいは短い間隔で）並べて配置するようにしてもよい。
【００４４】
　・図５に示すように、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂと透過部２７とを
編むことによって、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂと透過部２７とによっ
て構成される発光部３０を形成してもよい。こうした発光部３０によれば、３本のＥＬフ
ァイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂに透過部２７を編み込むことにより、それらＥＬファイ
バー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂや透過部２７を互いに固定するための特段の構成を用いるこ
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となく、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂの間に透過部２７が配置された発
光部３０を形成することができる。また、上記発光部３０によれば、各ＥＬファイバー２
１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂから発せられる光が透過部２７の内部に入射して拡散および干渉す
るようになるため、それら光が互いに干渉することなく発光部３０の外部に放たれるよう
になることが抑えられる。なお、ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂと透過部２７と
の編み方は、図５に示す編み方に限らず、任意に変更することができる。また、３本のＥ
Ｌファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂに透過部２７を１本のみ編み込むことに限らず、複
数本の透過部２７を編み込むようにしてもよい。
【００４５】
　・図６（ａ）および図６（ｂ）に示すように、発光部４０を、３本のＥＬファイバー２
１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂおよび透過部２７が一纏めに束ねられた状態で捩られた構造にして
もよい。こうした構成によれば、発光部４０を外周側から見た場合に、その外面の各部に
おける各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂが占める割合や透過部２７の占める割合
が等しくなるように、それらＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂおよび透過部２７を
配置することができる。具体的には、発光部４０を外周側から見た場合に、その外面にお
いてＥＬファイバー２１Ｒの占める部分とＥＬファイバー２１Ｇの占める部分とＥＬファ
イバー２１Ｂの占める部分と透過部２７の占める部分との面積比が、同外面の各部におい
て等しくなるように、ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂおよび透過部２７を配置す
ることができる。そのため、発光部４０の各部における発光色に斑が生じることを抑える
ことができる。しかも、こうした構造の発光部４０を、３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２
１Ｇ，２１Ｂおよび透過部２７を一纏めに束ねた後に捩るといった簡素な作業で、容易に
形成することができる。なお、発光部４０に設ける透過部２７の本数は任意に変更するこ
とができる。上記構成において、発光部４０の各部における発光色に斑が生じることを抑
えるうえでは、透過部２７を、束ねられた状態の３本のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，
２１Ｂの外周を覆うように配置することが望ましい。
【００４６】
　・図７に示すように、発光部５０を、各ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂおよび
透過部２７が縦糸および横糸になるように織られた構造にしてもよい。図７に示す例では
、発光部５０を構成する縦糸および横糸がともに、「ＥＬファイバー２１Ｒ→透過部２７
→ＥＬファイバー２１Ｇ→透過部２７→ＥＬファイバー２１Ｂ→透過部２７」といった順
に並んでいる。こうした構成によれば、隣り合うＥＬファイバー（例えば、ＥＬファイバ
ー２１Ｒ，２１Ｇ）の間に透過部２７が配置されており、それらＥＬファイバーが発する
光が透過部２７の内部に入射して拡散および干渉するようになるため、発光部２０の各部
における発光色に斑が生じることを抑えることができる。また、発光部５０が糸状の部材
（ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂおよび透過部２７）からなる構造であるため、
平板形状のものと比較して、発光部５０を曲げ易い柔軟な構造にすることができる。その
ため、設置部分の形状にあわせて高い自由度で設置することができるようになる。また、
設置した部分の変形に追従するように無理なく変形させることが可能になるため、高い耐
久性能を発揮するようになる。
【００４７】
　・透過部２７の太さは、ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂと同じ太さにしたり、
ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂと異なる太さにしたりするなど、任意に設定する
ことができる。
【００４８】
　・発光部２０を、シート１１以外の部分に設けるようにしてもよい。例えば図８に示す
ように、発光部６０を自動車のダッシュボード６１に設けることができる。
　・透過部２７を形成する材料としては、光を透過する樹脂材料であればよく、半透明な
樹脂材料を採用してもよい。
【００４９】
　・ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂとしては、図２に示す構造のものに限らず、
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任意の構造のものを採用することができる。具体的には、例えば反射層２３を有していな
いＥＬファイバーを採用することができる。
【００５０】
　・発光色が互いに異なる３種類のＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂのうちの２種
類のみを用いて発光部を形成してもよい。また、ＥＬファイバー２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂ
に代えて、三原色以外の中間色を発光するＥＬファイバーを採用することなども可能であ
る。
【符号の説明】
【００５１】
　１１…シート、１２…ヘッドレスト部、１３…背もたれ部、１４…座部、１５…制御装
置、１６…蓄電池、１７…ドア開スイッチ、１８…エアコンスイッチ、１９…車間距離セ
ンサ、２０，３０，４０，５０，６０…発光部、２１Ｒ，２１Ｇ，２１Ｂ…電界発光（Ｅ
Ｌ）ファイバー、２２…芯電極、２３…反射層、２４…発光層、２５…透明電極、２６…
着色層、２７…透過部、２８…透過ネット部、６１…ダッシュボード。

【図１】 【図２】

【図３】
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